
















氏名 四谷 晴子 
学位の種類 博士（学術） 
学位記番号 第 746号 
学位授与の日付 2021年 3月 24日 
学位授与の要件 本学学位規則第 5条第 1項(1)該当者(甲) 
論文審査委員 主査 教授 椎名 美智 
副査 教授 川﨑 貴子 















































































































重負荷依頼を設定し、JS と ES が「断り」発話の中でどのような対人配慮を施すのかを、
フェイス・ワークと使用語句の観点から日英語の比較対照を行った。 




する approach-based の positive face（以下 PF）、もう 1 つは敬避的であろうとする
avoidance-basedの negative face（以下NF）である。B&Lはそれぞれに対応する配慮を
positive politeness（以下 PP）、negative politeness（以下NP）と呼び、それを達成する方













































ESが使用する「ヘッジ」には「共感：S-PF」を示す表現が多かった（例：“I would like 














































































   
(8) 結論 
今回提出された博士論文は、主査の指導の下に、口述試験での審査委員のコメントを忠実
に守り修正されたものであり、合格の条件を満足するものであると判断される。この点は二
人の副査によっても確認された。よって、四谷晴子氏を博士（学術）の学位を授与されるに
十分な資格を有するものであるとの結論に達した。 
以上 
 
 
